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狐
きつね

の文化
ぶんか

 

1 はじめに 
 

 

 

 世界
せかい

で日本の他に狐
きつね

の文化
ぶんか

があった国がないと思います。そして日本の中

で狐
きつね

が一番
いちばん

有名
ゆうめい

な動
どう

物
ぶつ

です。妖怪
ようかい

のように恐
おそ

れられて神
かみ

のように祭
まつ

られてど

こでも狐
きつね

のイメージが強
つよ

いです。昔
むかし

から神
しん

道
とう

伝
でん

統
とう

文化
ぶんか

によると狐
きつね

は稲
いな

荷
り

大
おお

神
かみ

の使者
ししゃ

です。稲
いな

荷
り

大
おお

神
かみ

は農
のう

業
ぎょう

の神
かみ

だから狐
きつね

がよく米
こめ

のイメージといっし

ょに付属
ふぞく

します。日本の伝
でん

統
とう

物
もの

語
がたり

の中で時
とき

々
どき

出
で

て来
く

る上品
じょうひん

な人物
じんぶつ

は有名
ゆうめい

な

狐
きつね

です。例えば安倍
あべ

の清明
せいめい

と言う陰
おん

陽
みょう

師
じ

の母は葛
くず

の葉
は

と言
い

う狐
きつね

です。北
きた

か

ら南
みなみ

まで、そして東
ひがし

から西
にし

までどこに行っても狐
きつね

の話があります。文学
ぶんがく

や

マンガや人
ひと

々
びと

の生活
せいかつ

にも狐
きつね

のかげ
かげ

に出
で

会
あ

えます。 

 ルーマニアはキリスト教
きょう

国なので人々は他
ほか

の神
かみ

と妖怪
ようかい

とお化
ば

けなどを信
しん

じていません。そこで動
どう

物
ぶつ

を祭
まつ

るイメージがそんな強
つよ

くないと考
かんが

えます。も

ちろん昔
むかし

話
ばなし

があるのだけれど日本の狐
きつね

とか狸
たぬき

とか他
ほか

の動物
どうぶつ

のように人
にん

気
き

もありません。私は日本の伝
でん

説
せつ

や
や

日本人の迷信
めいしん

についても興
きょう

味
み

があるのでこ

んな事についてもっと知
し

りたいと思います。なぜ日本で狐
きつね

がそんな有名
ゆうめい

です

か。狐
きつね

を考
かんが

える時にどんな感じ
かん

がありますか。昔
むかし

の狐
きつね

と今
いま

の狐
きつね

のどちら

がもっと有力
ゆうりょく

ですか。 

 それでレポートを二つの部分
ぶぶん

に割
わ

りたいと思います。一番
いちばん

目
め

の部分
ぶぶん

は過去

の狐について書きたいです。時
じ

代
だい

によって狐のイメージはどのように違
ちが

いま

すか。そして狐と神性や女らしさや男らしさなども書かせていただきたいで

す。この狐
きつね

は文化
ぶんか

にどう影
えい

響
きょう

しましたか。そして人々の考え方は狐のイメ

ージにどう影響しましたか。狐にどんな性格
せいかく

を作らせましたか。女らしさと

男らしさは狐にどんな性格を付けましたか。狐
きつね

と人
ひと

々
びと

の対応
たいおう

はどうですか。 

二
に

番
ばん

目
め

の部分
ぶぶん

は狐と女らしさや男らしさなどの関係です。狐のイメージがど

んな女性と男性の性格を描かれていますか。他にも現代の狐の伝統的な女性

のイメージから男性のイメージに動くことについても書きたいと思います。 
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 私は人々の自然
しぜん

の想像
そうぞう

の仕方はとても大事なことだと思います。これを勉

強すればその人たちの考え方をもっと分かります。その人たちは何で怖
こわ

がり

ますか。何で信じますか。なぜこのことにそんなイメージを付けましたか。

日本人は昔から今までも本当に 恭
うやうや

しい民族
みんぞく

だと思います。昔の日本人の考

え方について動物は動物だけではありません。動物は人に化けて魔術
まじゅつ

を使っ

て時々人に神様の言葉を持ってきます。そのなかで一番そそられた動物は狐

だと思います。狐は全く悪く悪ではないし善でもありません。必ず憎
にく

まれて

いるわけではないと同時に好まれているわけでもありません。西洋の国は

大抵
たいてい

キリスト教
きょう

なので自然とか世界の奇跡
きせき

を忘れてしまいました。 

 

 

 

 

2 過去の狐・狐と神 
   

 古代権力
けんりょく

の戦いは世知
せち

辛
がら

かったので人々は二つのグルプに分かれました。

それは貴族
きぞく

と庶民
しょみん

です。貴族
きぞく

は力を崇拝
すうはい

したので庶民
しょみん

のことについてあまり

考えませんでした。Kiyoshi Nozaki(1961)によるとその結果庶民
しょみん

は虐待
ぎゃくたい

から逃
に

げ出
だ

すために迷信
めいしん

に立
た

ち退
の

きました。その時日本では狐の数が本当に多かっ

たので一番の産物
さんぶつ

は狐の話が増えたことです。同時に狐に本当に矛盾
むじゅん

的
てき

なイ

メージが付
つ

きました。狐は知恵
ちえ

と延命
えんめい

を持っているし魔術
まじゅつ

も使う事ができる

と言う信念
しんねん

がありました。この信念
しんねん

のおかげで狐のイメージはだいたい二つ

の主
おも

な種類
しゅるい

に分かれました。悪霊
あくりょう

の狐は野
や

狐
こ

と言います、代わりに良
りょう

性
せい

の

狐は善
ぜん

狐
こ

と言います。この二つの狐の種類は本質的に同じ特徴
とくちょう

を持っていま

す。どちらも年をとるとともに尻尾
しっぽ

の数が増えます。百年後にで新しい尻尾
しっぽ

が

花咲
はなさ

き、九百
きゅうひゃく

歳
さい

になる時にその狐は九尾の狐になって、毛皮
けがわ

も銀色
ぎんいろ

と金色
きんいろ

に

なって世界
せかい

で行った
おこなった

ことを全部
ぜんぶ

を見聞
けんぶん

することができます。 

 伝説
でんせつ

によると白狐
しろぎつね

は稲荷大神
いなりおおかみ

の使者
ししゃ

です。日本では稲荷大神
いなりおおかみ

は711年から

今までも祭
まつ

られています。この神様
かみさま

は米、酒、お茶、農業
のうぎょう

、工業
こうぎょう

、肥沃
ひよく

、刀
かたな

家事
かじ

、狐の神です。しかし狐は平安
へいあん

時代
じだい

からだけ稲荷大神
いなりおおかみ

のイメージと一緒

に付随します。特別
とくべつ

な伝説
でんせつ

によるとこの時に都
みやこ

の北
きた

のフナオカと言うところ

で年寄
としよ

り白狐
しろぎつね

の夫婦
ふうふ

と五
ご

匹
ぴき

の子供
こども

たちが住
す

んでいました。この家族
かぞく

は自分
じぶん

の
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土地
とち

を去
さ

り、稲荷山
いなりやま

の神様
かみさま

の神社
じんじゃ

に行ってきました。そこで神様
かみさま

に｢世界
せかい

の

平和
へいわ

を守
まも

るために神様
かみさま

へわれわれの力
ちから

を貸
か

してあげたい｣と言って神様
かみさま

の

使者
ししゃ

になって祈
いの

りました。神様
かみさま

は彼らの真心
まごころ

に本当
ほんとう

に心を動かされたので彼

らの祈
いの

りを許可
きょか

しました。雄
おす

狐
きつね

にオススキの名前
なまえ

を付
つ

けて、雌
めす

狐
きつね

にあこま

ちの名前
なまえ

を付
つ

けてくれました。この時から狐が大神
おおかみ

稲荷
いなり

の使者になっていま

した。 

 九世紀に狐のイメージが荼
だ

枳
き

尼
に

天
てん

のイメージと付随
ふずい

しました。この菩薩
ぼさつ

は

ヒンズー教
きょう

の悪魔
あくま

のイメージに根
ね

ざしています。この悪魔はオカルトパワー

を持ちし人々の死亡時間
しぼうじかん

を知り人の心臓
しんぞう

を食べます。日本には荼
だ

枳
き

尼
に

天
てん

の

信念
しんねん

は真言宗
しんごんしゅう

から入って来たと信じられています。平安時代の凋落
ちょうらく

に狐の

イメージが付随して辰
しん

狐
こ

王
おう

菩
ぼ

薩
さつ

の名前を付けられました。その時に狐つきと

言う現象
げんしょう

がよく起こったので人々は誰かが荼
だ

枳
き

尼
に

天
てん

の力を使って嫌いな人

を呪
のろ

うと考えました。半裸体
はんらたい

の女の人はよくこの呪いの被害者
ひがいしゃ

と思われてい

ました。これと荼
だ

枳
き

尼
に

天
てん

の白狐に乗るイメージにはポピュラリティーがあり

ます。このことが特に野狐と荼
だ

枳
き

尼
に

天
てん

の付随
ふずい

したイメージの理由です。 

 私にとって一番面白いところはこの狐の二重
にじゅう

性
せい

だと思います。狐は同時に

聖
せい

であり邪悪
じゃあく

でありますけれど二つの特徴
とくちょう

は女の性格を描いて使いました。

西洋で女のイメージに大体二つの性格が付いていて、それは天使
てんし

とデーモン

です。同じように日本では狐のイメージを使ったと思います。前の荼
だ

枳
き

尼
に

天
てん

と

大神
おおかみ

稲荷
いなり

は良い例証
れいしょう

だと思います。もちろん大神
おおかみ

稲荷
いなり

は中性
ちゅうせい

の神だけれど

狐のイメージはほとんどは女の部分と付随
ふずい

しています。そしてこの女の部分

はどきどきウガノミタマノカミのイメージと付随
ふずい

しています。ウガノミタマ

ノカミ(女）とウガノミタマ(男)は神道の農業と米の神でよく大神
おおかみ

稲荷
いなり

のイメ

ージと一緒に付随
ふずい

した神です。狐はたぶんよく米の田の近くに狩り
かり

をしたの

で田を守る物のイメージが付けられました。その結果神様のイメージと肥沃

のイメージとも付随したと思います。この一般
いっぱん

的
てき

な狐のイメージは人々の、

特に女の矛盾
むじゅん

的
てき

な性格を描くために使われました。このことについて次の部

分でもっと具
ぐ

代
だい

的
てき

に書きたいと思います。 
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3狐と女らしさ 

 
 

 狐のイメージによく女性の特徴
とくちょう

が付けられました。これは日本の場合
ばあい

だけ

ではな中国や韓国や印度
いんど

などそしてヨーロッパでも起こっています。これは

文化の結果だと思います。例えばヨーロッパで狐が浮気
うわき

者
もの

のイメージを持っ

ています。狐と言う動物はそんな怖
こわ

くない動物で更
さら

に人々は狐について大体

上品
じょうひん

なものとか弱々しいとかミステリアスなイメージなどを持っています。

ルーマニアの伝説と文学で狐はほとんど女性です。例えば Ion Creangă(1880) 

と言う作家の文学作品があります。この作品によると狐は熊に｢尻尾を使って

釣
つ

りをした｣と言われました。熊
くま

はその夜 湖
みずうみ

に行って釣りのために尻尾を入

れましたけれどその夜水が氷ったので引き出す時に尻尾が切れてしまいまし

た。実は狐が話した魚は人から盗
ぬす

んだ魚です。ルーマニアで力を使わないで

頭を使って欲しいことを得るイメージはよく狐のイメージと付随します。そ

してルーマニア語には言語性別があり狐の語彙
ごい

は女性です。これは狐に女性

のイメージが付随した理由だと思います。また狐は実に色々な社会の女性の

イメージに付随しています。どんな社会でも女のイメージにはいつも二つの

表現
ひょうげん

があります。それは天使
てんし

と誘惑
ゆうわく

する女です。けれどこの中で一つだけは

一番一般的なイメージです。この特徴
とくちょう

は人間の姿
すがた

をした化け物と動物ノ姿

化け物にもありますけれど狐については同時
どうじ

にこの二つのイメージがあるの

で珍しいと思います。もちろん二つある場合も起こりますけれどその時に一

つのイメージだけはもっと強くなります。日本の場合この二つのイメージの

比率
ひりつ

は大体等しい
ひと

と思います。 

 

 

3.1 誘惑する女？玉藻の前 
 

 

 先に書いた部分で狐は女性の二つの特徴を描いていると書きました。それ

は天使と誘惑
ゆうわく

する女性です。日本の古典と文学で有名な狐の例は沢山
たくさん

あるけ

れどこの中で玉藻の前と葛の葉と言う狐は一番有名だと思います。一番邪悪
じゃあく

な狐は玉藻
たまも

の前
まえ

と言う狐だと思います。伝説によるとこの狐は九
きゅう

尾
び

でした。

九尾の伝説は印度から中国と韓国と日本までに広かったけれど日本ではこの

九尾のイメージがちょっと変わりました。大陸
たいりく

アジアで九尾は 猛
たけだけ

々しいイ



 

 7 

メージを持っていました。例えば韓国で九尾は人々を狩
かり

してその人の肝臓
かんぞう

を

食べたと言われました。日本ではこの外国からの情報は普通の人々にあまり

広がらなかったので九尾のイメージの変化は大体貴族
きぞく

の文化の結果です。 

このおかげで九尾のイメージはそんな激しいものではなくなりました。 

 玉藻
たまも

の前
まえ

の話は室町時代に始まりました。時代によってこの狐の話が変わり

ましたけれど大体主な
おも

側面
そくめん

が残りました。室町時代に近
こ

衛
のえ

天
てん

皇
の

の治世
ちせい

で

不思議
ふしぎ

な女性の影
かげ

に出会いました。その女は玉藻
たまも

の前
まえ

と言いました。うわさ

によるとこの玉藻の前の体からいつも素敵
すてき

な香
かお

りが出て来て何をしても服の

姿
すがた

がいつも奇麗
きれい

でした。二十歳に見えたのにとても賢
かしこ

かったです。どんな

主題
しゅだい

の質問にもいつも答えました。近
こ

衛
のえ

天
てん

皇
の

は玉藻の前を愛していましたけ

れどしばらくして病気になりました。毎日弱くなり沢山の医者や僧侶
そうりょ

に相談

をしたけれど誰も病気の理由が分かりませんでした。それでアベノヤスチカ

と言う陰
おん

陽
みょう

師
じ

に相談しました。彼は玉藻の前の実の氏名
しめい

を表しました。この

時にこの時代の二人の有能
ゆうのう

な武士
ぶし

カズサノスケとミウラのスケが玉藻の前を

狩
かり

する任務
にんむ

をもらえました。玉藻の前は彼ちから逃
のが

れたけれど自分の死去
しきょ

が

見えたのでミウラノスケの夢に出て命
いのち

乞
ご

いしました。ミウラノスケが断
ことわ

た

次の日に玉藻の前を殺
ころ

しました。玉藻の前の体が殺
せ

生
っしょ

石
せき

になって、彼女の

魂
たましい

が石に同化
どうか

しました。伝説によるとこの石に触
ふ

れたらどんな人物でも死

にます。 

 玉藻の前の伝説には色々なバーションがあります。バーションによって天

皇とか陰
おん

陽
みょう

師
じ

とか違いますけれど伝説の設計
せっけい

はほとんど同じです。時々天皇

様を愛してる話も出て来たけれどこの誘惑するイメージはもっと強いと思い

ます。玉藻の前は古典
こてん

時代の女性の希望を描いていると思います。その希望
きぼう

は

男性の存在の外で自分の存在を生きることです。古代日本の女性は男性の存

在を通じて知られていました。清少納言
せいしょうなごん

とか藤原
ふじわら

道
みち

綱
つな

の母
はは

とか他の有名な女

性も実際の名前は今でも分かりません。この女性と他の女性にとっても玉藻

の前は自由の理想
りそう

です。玉藻の前は古代の女性の理想
りそう

と男性の理想を組み合

わせていると思います。それは女性の姿で男性の知性
ちせい

を持っていることです。

その理由で玉藻の前が男女
だんじょ

にとって重要
じゅうよう

な存在になっていました。女性に関

して自由の夢になり、男性に関しては未知
みち

の恐怖
きょうふ

と言う意味を持っていると

思います。この狐は古代日本人の色々な考え方を描くことができたけれど近

代の考え方についても同じことが言われます。 
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3.2 狐花嫁
はなよめ

の典型
てんけい

ー葛の葉 

 
 

 玉藻の前は女性の悪質なイメージが描かれているのと反対に葛の葉は女性

の善
よ

しとした性格が描かれています。この葛の葉と言う狐があの有名な安倍
あべの

清明
せいめい

と言う陰陽師
おんみょうじ

の母と言われています。安倍清明は安倍
あべ

仲麻呂
なかまろ

と言う歌人

の後胤
こういん

でした。父親は人間だけれど民衆
みんしゅう

文化
ぶんか

によると母親が葛の葉と言う狐

でした。このおかげで彼は沢山魔法
まほう

能力
のうりょく

を持っていると言われました。安倍

清明の話は特に江戸時代に今昔
こんじゃく

物語
ものがたり

や平家物語
へいけものがたり

など色々な本に出ていまし

た。この本では葛の葉の伝説もありました。この伝説によると清明の父は信太
しのだ

神社に行く中で薬を作るために狐を狩する男に会いました。彼はこの男と戦

って傷
きず

を負
お

ったけれど捕獲
ほかく

された白狐を放しました。そのあとで美しい女性

に出会いました。彼女は彼家に一緒に帰りました。彼女は彼と結婚して息子

が生まれました。この女性は葛の葉でした。そして息子は安倍清明でした。

数年後
すうねんご

菊
きく

を見るの窶
やつ

した時に清明が母の尻尾
しっぽ

の先端
せんたん

を見つけて葛の葉の実際

の身元
みもと

が現れました。その後で葛の葉は家を立
たち

去
さ

ってけれどその前に夫に和

歌を送っていました。｢恋しくば尋ね来て見よ和泉なる信太の森のうらみ葛の

葉」この和歌で葛の葉は夫に信太森に来てと頼んでいます。そこで葛の葉の

実際の身元、信太神社の神としてが現れました。葛の葉は清明に獣
けもの

の言葉が

分かる性能をあげてそして消えてしまいました。 

 葛の葉は玉藻の前の反対だと思います。二人を比べたら葛の葉は善良
ぜんりょう

な性

格を持っています。彼女は大御
おおみ

の由緒
ゆいしょ

と義理
ぎり

堅
がた

い性格も持っています。けれ

ど他の女性の人物と同じで葛の葉が助けてくれた人と結婚するのは彼女に

典型
てんけい

的
まと

なキャラクターを作っていると思います。残念なことに葛の葉は

柔順
じゅうじゅん

な女性の軌範
きはん

です。その前に男の存在だけで自分の存在を確認した女

性です。玉藻の前の反対に葛の葉は女性の脆弱
ぜいじゃく

な性格を描いて同時に柔
じゅう

順
じゅん

な部分も描いていると思います。葛の葉は花嫁の典型
てんけい

なので彼女は沢山力を

持っているのに主人公を支援
しえん

キャラクターです。このアイディアは浮世絵
うきよえ

で

よく見ることができます。例えば歌川
うたがわ

国芳
くによし

や月岡
つきおか

芳年
よしとし

などの作品で葛の葉は

いつも美女の姿をしているけど彼女の影はいつも動物の姿です。これを見る

と私は｢どんな力を持っていても女はいつもただの女です」と言う感じがしま

す。これは始めて葛の葉と玉藻の前の話に読んだ時にもらった印象
いんしょう

です。神
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と妖怪
ようかい

はどんな姿をしていても女性のキャラクターはいつも負けています。

この結果はたぶん日本人の女性に関した意見の結果です。数少ない女のキャ

ラクター以外どんな時代でも女性は強い性格を持ってないと思います。理由

は女性がいつも男性に尽くすと言われましたのでこの意見は人間の女性だけ

ではなく妖怪にも付随
ふずい

していました。 

 

4 狐と男らしさ。与次郎稲荷 

 
 

 日本民衆
みんしゅう

文化
ぶんか

のなかに玉藻の前とか葛の葉とかたくさん他の女性の狐キ

ャラクターがあると思います。しかし男性の狐キャラクターは珍
めずら

しいと思い

ます。この男性の狐のなかでとても人気があるのは与次郎
よじろう

稲荷
いなり

と言う狐です。

他の男性の狐はあまり名前を持ってないので与次郎が名前を持っているのは

彼の人気さの証拠
しょうこ

だと思います。与次郎稲荷は東北地方で特に秋田県と山形

県で知られています。この二つの県で与次郎稲荷の神社が建てられました。

「のんびり」と言う秋田に県庁が発行するフリーペーパーの第二
だいに

巻
かん

でこの与

次郎稲荷についての記事が書かれました。記者たちは千葉美栄と言う人にイ

ンタビューしました。千葉美栄さんは秋田県の千秋公園にある与次郎稲荷神

社の守り人です。千葉さんの話によると昔千秋公園の山にたくさん狐が住ん

でいました。けれどある日人々がこの地域
ちいき

に収
おさ

まって城
しろ

を作り始めました。

自宅を失うことを恐
おそ

れ一匹の三百年の狐が佐竹
さたけ

義信
よしのぶ

と言う大名
だいみょう

様
さま

に「卿様
きょうさま

に尽
つ

く代わりに卿様の城に泊まらせてください」と懇願
こんがん

しました。大名様は

同情
どうじょう

して狐に仕事をくださいました。その時から与次郎稲荷が佐竹
さたけ

義信
よしのぶ

様
さま

の

飛脚
ひきゃく

になりました。しかしこの狐は普通の狐ではありません。秋田から江戸

までを六日で走って到着
とうちゃく

することができました。残念だけれど伝説によると

与次郎稲荷が山形県で狩人
かりびと

の罠
わな

に落ちて殺
ころ

されてしまいました。佐竹義信様

はこのことについて本当に悲しかったので与次郎稲荷神社を建てられました。 

 前に述
の

べたように男性の狐が珍しいと思います。狐と女らしさの概念
がいねん

に強

い関連
かんれん

があるので男性の側面
そくめん

が無視
むし

されています。狐が男性の姿に化けるの

はまれでこの狐はマイナーなキャラクターです。この狐の目的は主人公とか

他の主なキャラクターをサポートすることです。女性狐と異
こと

なり男性のは人

の姿にあまり化けません。そして同じように男性の狐はそんな印象
いんしょう

的
てき

な力を

持っていないと思います。陰陽道によるとこの世の中に二つのエネルギーが

あります。それは陰と陽です。「陰」は夜や妖怪や死去や女らしさなどのエ
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ネルギーです。「陽」は日や神や命や男らしさなどのエネルギーです。女性

は陰陽
いんよう

の陰
いん

と関連するけれど男性は陽
よう

エネルギーと関連します。妖怪
ようかい

と化け

物は生き残るために陰
いん

エネルギーを使うので陽
よう

に関連する男性は不利益
ふりえき

です。

女性狐は都の狐です。代わりに男性狐は田舎
いなか

の狐です。これは安全の違いの

結果だと思います。昔田舎はそんな安全ではないのでたぶん人々は無意識
むいしき

に

女性より男性のほうがもっと強いと思ったので不安に克服
こくふく

するためにこんな

キャラクターを作りました。安全な貴族
きぞく

の都であまり心配がなかったのでも

っと上品
じょうひん

なイメージを 強調
きょうちょう

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5 結論 
 

 世界で日本のように狐が好まれる場所がないと思います。昔から狐はたくさ

んのイメージが描かれました。農業の神と妖術
ようじゅつ

の神と恐ろしい妖怪、奇麗
きれい

な

女性、健気
けなげ

な男性、神の使者，賢明
けんめい

の 象徴
しょうちょう

そしてたくさん他のキャラクタ

ーも描かれました。狐のイメージを使って色々な世界のことを説明しました。

狐が色々な大作恋物語や人情
にんじょう

話
はなし

や怪談
かいだん

の主人公
しゅじんこう

になりました。その昔話か

ら玉藻の前や葛の葉や与次郎稲荷たけではなく他にもたくさんの人物が出て

来ました。この人物は今でも日本の世間
せけん

に影響
えいきょう

しています。文学、アニメ、

マンガ、商業のなかで狐のイメージが見えます。そして新しいことも描かれ

ています。近代の狐は日本の過去と現在を繋ける糸だと思います。今後も将

来でも狐は日本人の価値を持ち続きます。 
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